
76.5

74.4

74.3

68.7

51.4

41.9

36.9

34.4

29.5

3.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

缶，びん，ペットボトル，プラスチック製容器包装などの

　　　　　　　　　　　　　　　　分別・リサイクルに取り組む

ごみの減量化に取り組む（食べ残しの削減，

使い捨て商品の抑制，ものの長期使用など）

照明やテレビをこまめに消したり，

　　　　　　冷暖房を控えめにする

　　　　　　　　バスや電車などの公共交通機関や

徒歩・自転車を利用し，マイカーの使用を控える

省エネルギー型の家電製品を利用する　

環境（地球温暖化）について学ぶ

白熱電球の代わりに電球型蛍光灯を使用する

太陽熱温水器や太陽光発電を利用する

住居の断熱効果を高める

無回答

％

52.1 41.2 2.6 3.5

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答

42.0 50.0 4.7

0.4

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答

75.5

65.0

49.9

43.7

40.4

38.6

24.6

7.0

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

　　　　　　　　　ごみを資源として活用することの重要性

（缶・びん・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ，ﾌﾟﾗ製容器包装などのリサイクル）

ごみ問題やリサイクル全般

ごみ焼却によるダイオキシンの発生や環境への影響

　　　　　　バイオマス資源の有効活用

（生ごみの堆肥化，バイオガス化など）

ごみ処理に係る費用

ごみの焼却削減による温室効果ガスの削減

埋立地の不足

その他

無回答

％

市民のごみ減量やリサイクルに関する意識，行動アンケート調査結果（速報） 

 

１ 調査の概要 

平成 21 年 1 月に，市民 2,000 人（20 歳以上）を対象に郵送によるアンケート調査を実施した。 

回収率は 43％（平成 18 年度調査：51％，平成 15 年度調査：36％）であった。回答者の概要

は，60 歳以上が約半分，世帯人数が単身もしくは 2 人が約 40％であった。また，町内会（自治会）

への加入率については 79％であった。 

 

２ 地球環境問題（特に地球温暖化），ごみ問題・リサイクルへの関心 

（１）地球環境問題（特に地球温暖化）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ごみ問題・リサイクルの取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

90％ 以 上 の 人 が 地球環 境

（特に温暖化）に関心を持っ

ている。 

地球温暖化防止のために 

実施すべきこと（複数回答） 

地球環境問題への関心 

ごみ問題やリサイクルへの関心 

地球環境問題と同じく 90％

以上の人がごみ問題・リサイ

クルの取組に関心を持って

いる。 

ごみ問題において 

関心のあることがら 

（複数回答） 

分別・リサイクル，ごみ減量化など

の項目が高く，「地球温暖化防止に

とって，ごみ減量やリサイクルへの

取組が重要としている人の割合が高

い。 

缶・びん・ペット，プラ製容器包

装などの資源ごみをリサイクルす

ることの重要性が 76％と最も高

くなっている。 



33.1 18.4 21.0 6.720.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている（参加している）　　　　　　　 知っているが，参加していない

名前を聞いたことはあるが，よく知らない 全く知らない

無回答

56.9

51.2

16.3

8.1

0.8

0 20 40 60 80 100

ごみ処理施設の見学

ごみ減量，分別・リサイクルに関するもの

　　　　（プラ製容器包装の分別方法など）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　体験教室

（エコクッキング，せっけんづくりなど）

その他

無回答

％

49.3

48.8

44.8

42.8

28.2

26.3

14.2

11.5

9.3

6.3

2.5

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

新聞・テレビ・ラジオ

　　　　　　　　　　　　　　　　　市の広報

（京のごみ減量事典，啓発チラシなど）

近所（町内会，自治会など）の回覧

市民しんぶん

家族

近所（町内会，自治会など）の人

友人・知人（学校・職場）

地域やマンションの掲示板

ごみ収集ステーションの掲示板

　　　　（まち美化事務所の啓発）

インターネットのホームページ　

その他

無回答

％

14.4 83.0 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加したことがある 参加したことはない 無回答

３ ごみに関する情報 

（１）ごみを減らすための工夫に関する情報源について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）環境学習会，イベント，施設見学会の参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 地域（町内会，自治会など）でのごみ減量，リサイクル活動について 

（１）「地域ごみ減量推進会議」，「コミュニティ回収制度」の参加状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.2 51.3 11.2 26.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域ごみ減量推進会議 コミュニティ回収制度

1と2の両方 無回答

新聞・テレビ・ラジオ，市の広

報，近所の回覧，市民しんぶん

などから情報を得ている割合

が高い。 

一方，ごみ収集ステーションの

掲示板（まち美化事務所の啓

発），ホームページなどの割合

が低くなっている。 
ごみを減らすための 

工夫に関する情報源 

（複数回答） 

参加状況 

参加したイベント等

の内容（複数回答） 

参加した人 

参加状況 
「知っている人」 知っている内容 

3.0 59.8 10.1 18.2

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ぜひ参加したい 機会があれば参加したい
参加したくない わからない
無回答

「参加していな人」， 

「よく知らない人」 

参加している人の割合（33％）よりも，知ら

ない人の割合（42％）が高くなっている。 

一方，今後，参加したいと考えている人の割

合が 63％となっており，こうした市民への

参加促進施策が重要となる。 

今後の参加の意向 

参加した割合は 14％と低い。 

また，参加したイベントでは施設見学会，ごみ減量

やリサイクルに関する学習が高くなっている。 



59.9 33.3 6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新聞記事や市民しんぶんなどで知っている
知らない（初めて聞いた）
無回答

64.3

60.9

48.1

40.8

6.7

3.6

3.9

0 20 40 60 80 100

　　缶・びん・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ，ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器

包装の分別を積極的に行うようになった

紙箱をつぶす，切る，ごみを詰めるなど，

　　　　　ごみのかさを減らすようになった　

マイバッグの持参や包装の少ない商品を

　　　　買うなど，買い物の仕方が変わった

集団回収，民間古紙回収，店頭回収

などを積極的に利用するようになった

あまり変わっていない

その他

無回答

％

（２）地域活動を活性化するための取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 家庭ごみ有料指定袋制によるごみの減量効果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.8

45.2

22.8

21.1

6.8

6.2

8.0

0 20 40 60 80 100

取組状況や活動内容など様々な情報の提供　

地域活動をうながす働きかけ（きっかけづくり）

活動に対する補助金の支給などの経済的な支援

職員の派遣やノウハウの講習などの人的な支援

特にない

その他

無回答

％

京都市の取組 

（複数回答） 

「様々な情報の提供」の割合が 64％

と最も高くなっている。 

「地域活動をうながす働きかけ（きっ

かけづくり）」といった仕組みづくり

に対する割合も 45％と高くなってい

る。 

ごみの減量効果の認知度 

家庭ごみ有料指定袋制及びプラスチック製容器

包装分別収集の全市拡大によるごみの減量効果

については，知らない人の割合が 33％となっ

ている。 

分別の徹底が 64％，ごみのかさを減

らすが 61％と高くなっている。 

また，マイバッグの持参などの買い物

の仕方が変わった人の割合も 49％と

なっている。 

有料袋制の導入による 

ごみ減量等への取り組みの変化 

（複数回答） 



15.9

10.3

18.7

6.7

9.2

12.8

13.0

15.1

18.9

16.2

15.5

20.3

14.5

16.6

37.3

30.4

35.5

43.7

25.8

31.2

39.9

47.0

49.0

58.6

25.8

44.3

48.8

11.9

8.3

19.0

15.2

25.0

28.5

29.0

31.3

36.2

41.0

42.5

42.1

24.7

30.4

33.8

41.1

39.5

35.7

49.7

50.4

41.8

38.2

37.0

27.0

49.7

43.0

37.6

72.2

81.4

62.3

78.1

65.8

58.7

58.0

53.6

45.0

42.8

42.0

37.6

60.8

53.0

28.9

28.5

25.0

20.7

24.5

18.4

18.3

14.8

14.0

14.4

24.5

12.7

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　ビール等はリユースびん（お店に
返せば何度も使われるびん）を選ぶ

野菜や果物は，量り売りを利用する

野菜や果物は，ばら売り・皿売り等
　　　　　　容器の少ないものを選ぶ

日用雑貨で包装を断ったり，テープや
　帯包装など，簡素な包装を依頼する

買い物袋を持参し，レジ袋をもらわない

電気製品や家具等を購入する時に，
　長く使えそうなものを優先して選ぶ

冷蔵庫の中などをよく見て食品を購入する

洗剤などは詰め替え容器を
　　　　　使用した商品を買う

食事を食べ残さないようにする

いつも実行している

十分とはいえないが実行している

その他（あまり実行していない、全く実行していない、わからない、無回答）

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

1.4

1.4

3.2

2.6

3.4

4.8

7.1

7.0

6.2

7.8

8.3

10.6

16.9

16.0

15.5

25.8

25.2

31.0

35.4

31.6

34.5

2.8

3.1

4.8

13.0

11.8

11.4

13.5

15.8

13.4

19.2

19.0

20.3

22.7

20.6

21.1

49.7

52.1

42.6

45.0

44.5

40.4

95.8

95.5

92.0

84.4

84.8

83.8

79.4

77.2

80.4

73.0

72.7

69.1

60.4

63.4

63.4

24.5

22.7

26.4

19.6

23.9

25.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お酒，ワイン，ミネラルウォーター等は
　　　　　　　　　　　量り売りを利用する

できるだけリサイクルショップや
　　フリーマーケットを利用する

たまにしか使わない物は
　　　レンタルを活用する

電池は充電式のものを使用する

トレイ等の不要な包装は，
　　　　　お店に置いてくる

　　　　　食事を作りすぎないようにしたり，
生ごみを少なくする料理方法を心がける

　　すぐに流行遅れとなったり，
飽きたりしそうな物は買わない

いつも実行している

十分とはいえないが実行している

その他（あまり実行していない、全く実行していない、わからない、無回答）

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

11.0

7.8

6.8

6.6

5.9

5.8

12.7

10.1

8.0

24.3

16.0

16.4

15.2

10.5

10.1

38.1

33.3

28.1

46.7

43.1

43.5

41.0

40.4

37.2

73.8

81.7

83.1

55.3

60.8

66.2

40.6

46.8

48.5

34.7

43.6

46.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不要なダイレクトメールの
　　　　　受取りを拒否する

　　　再生原料で作られた
リサイクル製品を購入する

使い捨て商品は買わない

　　　　電気製品や家具等が壊れたら，
買い換えるよりも修理することを考える

いつも実行している

十分とはいえないが実行している

その他（あまり実行していない、全く実行していない、わからない、無回答）

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

６ 日常的に実行しているリデュース（発生抑制），リユース（再使用）行動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 日常的に実行しているリサイクル（再生利用）行動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査 

Ｈ18 

Ｈ15 

実行する人が増加する傾向にある項目 実行する人の変化が少ない項目 実行する人が減少する傾向にある項目 

実行する人の変化が少ない項目 

実行する人が減少する傾向にある項目 

（本年度のみの調査項目含む） 

修理の利用，使い捨て商品を買わない，

リサイクル製品の購入といった項目につ

いては，比較的高いが，平成 15 年度調査

時よりも低くなっている。 

 

「食事を食べ残さないようにする」，「冷蔵庫の中など

をよく見て食品を購入する」といった生ごみの削減に関

する行動が高くなっている。 

また，マイバッグの持参は，平成 15 年度調査時より

も大きく増加している。 

一方，着実に増加はしているが，野菜・果物の量り売

り，リユースびんの利用といった項目については高くな

い。 

「食事を作りすぎないようにしたり，生ごみを

少なくする料理方法を心がける」といった生ご

みの削減に関する行動は高い。 

一方，レンタルやリサイクルショップ，フリ

ーマーケット，お酒・ワイン・ミネラルウォー

ターの量り売りの利用といった項目について

は低いままである。 

古紙類の集団回収や民間回収業者を利用したリ

サイクル，缶・びん・ペットボトルの分別排出や

排出ルールを守るといった項目については，継続

的な普及啓発や取組支援などの効果もあり，高い

割合を占めるとともに，徐々に高まっている。 

また，牛乳パック，乾電池の拠点回収の利用と

いった項目についても，古紙類のリサイクルほど

高くはないが，着実に高まっている。 

一方，使用済みてんぷら油の拠点回収は増加し

ているものの，依然実行している割合は低い。 

 

 

プラ製容器包装は，平成 19 年 10 月から分

別収集を全市に拡大しているが，平成 18 年

度調査時（分別収集対象が 1 割世帯）よりも

低下している。 

 生ごみの堆肥化利用は依然として低い状態

である。 

 

古着，古布など集団回収の取り組む人の割合

が，平成 15 年度，18 年度調査時よりも減

少している。 

なお，使用済み蛍光管の拠点回収や電動生

ごみ処理機の利用については，今回初めて調

査を行った。 

本調査 

Ｈ18 

Ｈ15 

本調査 

Ｈ18 

Ｈ15 

本調査 

Ｈ18 

Ｈ15 

9.1

12.7

16.2

18.4

21.6

31.7

34.2

41.9

47.5

50.1

51

53.6

65.7

67.5

76.8

9.5

8.5

13.0

14.5

16.9

22.5

18.7

15.5

20.0

24.3

27.9

28.2

16.6

12.7

10.0

81.4

78.8

70.8

67.1

61.5

45.8

47.1

42.6

32.5

25.6

21.1

18.2

17.7

19.8

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

使用済み天ぷら油を地域の
　　　　回収拠点に持参する

　　使用済み乾電池はお店や
市の施設にある回収箱に出す

牛乳パック，食品トレイ等をお店や
　　　市の施設にある回収箱に出す

資源ごみの日や店頭・拠点回収に出す缶・びん，
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ等は容器の中を洗い，ふたやﾚﾍﾞﾙを外す

　　　　　新聞，雑誌，段ボールは
集団回収や民間回収業者に出す

いつも実行している

十分とは言えないが実行している

その他（あまり実行していない，全く実行していない，わからない，無回答）

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

実行する人が増加する傾向にある項目 

2.8

27.8

25.9

25.9

20.2

65.7

67.5

40.6

1.1

17.8

43.4

41.8

36.4

16.6

12.7

19.0

96.1

54.3

30.7

32.3

43.4

17.7

19.8

40.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電動式生ゴミ処理機を利用している

　　使用済み蛍光管はお店や
市の施設にある回収箱に出す

使えなくなった物は他の用途で利用する

古着，古布は，集団回収や
　　　　民間回収業者に出す

いつも実行している

十分とは言えないが実行している

その他（あまり実行していない，全く実行していない，わからない，無回答）

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

【H15，18は調査未実施】

【H15，18は調査未実施】

9.1

12.7

16.2

18.4

21.6

31.7

34.2

41.9

47.5

50.1

51

53.6

65.7

67.5

76.8

40.4

78.3

78.9

9.5

8.5

13.0

14.5

16.9

22.5

18.7

15.5

20.0

24.3

27.9

28.2

16.6

12.7

10.0

18.4

14.3

12.8

81.4

78.8

70.8

67.1

61.5

45.8

47.1

42.6

32.5

25.6

21.1

18.2

17.7

19.8

13.3

11.2

7.4

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

使用済み天ぷら油を地域の
　　　　回収拠点に持参する

　　使用済み乾電池はお店や
市の施設にある回収箱に出す

牛乳パック，食品トレイ等をお店や
　　　市の施設にある回収箱に出す

資源ごみの日や店頭・拠点回収に出す缶・びん，
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ等は容器の中を洗い，ふたやﾚﾍﾞﾙを外す

　　　　　新聞，雑誌，段ボールは
集団回収や民間回収業者に出す

　　　缶，びん，ペットボトルをきちんと
分別して，決められたごみの日に出す

いつも実行している

十分とは言えないが実行している

その他（あまり実行していない，全く実行していない，わからない，無回答）

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

3.4

3.7

6.0

40.4

78.3

66.3

70.4

78.3

72.2

4.6

4.6

6.0

18.4

14.3

17.6

18.4

14.3

15.6

92.0

91.7

88.0

11.2

7.4

16.1

11.2

7.4

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生ゴミを堆肥化して土に戻す

　　小型金属類，スプレー缶をきちんと
分別して，決められたごみの日に出す

プラスチック製容器包装をきちんと分別して，
　　　　　　　　　　決められたごみの日に出す

いつも実行している

十分とは言えないが実行している

その他（あまり実行していない，全く実行していない，わからない，無回答）

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15

本調査

Ｈ18

Ｈ15



61.9

56.0

18.4

11.2

6.1

10.2

6.7

0 20 40 60 80 100

ごみ減量や分別・リサイクル効果に関する

　　　　　　　　　　　　データなど情報の発信

ごみ減量を促進するための施策や

　　　　　　　　　仕組みづくりの強化

有料指定袋の料金改定による

　　　　さらなるごみ減量の促進

分別品目の拡大

特にない

その他

無回答

％

13.0 14.8 41.8 11.019.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある（販売店に引取を断られた） ある
ない 有害・危険物ごみを排出したことがない
無回答

51.1

34.2

25.3

19.8

19.4

13.5

8.4

3.4

9.3

2.1

0 20 40 60 80 100

刃物・カミソリ

塗料・溶剤

自動車・自動二輪車用バッテリー

灯油・ガソリンなどの石油類

消火器

農薬（園芸用など）

劇薬・毒物などの薬品類

注射針などの医薬品

その他

無回答

％

73.0

39.3

18.9

16.8

2.1

9.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

　　　　　　　　製造・販売事業者による回収

（スーパーやホームセンターなどでの回収）

行政機関（まち美化事務所，区役所など）

　　　　　　　　　　　　　　　を拠点とする回収

最寄りの小学校，中学校，集会所など

　　　　　　　　地域の拠点施設での回収

個別申込みによる有料収集

その他

無回答

％

46.4 20.4 1.6 7.324.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある あまり関心がない
まったく関心がない はじめて聞いたのでわからない
無回答

29.1 55.2 5.6 7.0

2.0

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

積極的に協力する なるべく協力する あまり協力しない

協力しない わからない 無回答

20.8 29.8 15.7 7.6 7.218.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく利用する 時々利用する

あまり利用しない 利用しない（場所を知らない）

制度そのものを知らない 無回答

66.7

53.3

35.4

27.1

25.9

2.5

0.7

6.0

0 20 40 60 80 100

回収品目や場所などの情報の充実

配置場所（拠点数）の拡大

多くの品目を1個所で回収できる体制

回収品目の拡大

　　　　　　回収に加え，回収物がどのように

リサイクルされているかなどの情報の提供

特にない

その他

無回答

％

16.7

19.1

23.1

22.4

25.4

43.0

45.7

27.8

39.9

45.4

46.4

46.5

36.9

35.7

35.4

25.1

17.0

17.0

13.1

7.6

6.1

7.9

2.7

2.3

2.0

2.1

1.8

0.9

12.2

13.1

12.1

12.2

12.9

10.8

11.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

　　　　　　　　　　ごみ減量に取り組む市民や

町内会などに対する表彰やその拡大の支援

　　　　ごみ減量に積極的に取り組む

リーダーやボランティアの養成・支援

ふれあいまつり，美化活動など地域のイベントなど

を活用した親しみやすいごみ減量についての啓発

ごみ減量，分別・リサイクルに関する相談会，学習

会の実施や住民同士での情報交換などの促進

市民と京都市が連携を図り，ごみ減量に関する取組や意見交

換を行っていく仕組みづくり(まち美化事務所の利用促進など)

　　　　　　　　　学区，町内会など地域単位での

ごみの減量に関する情報の提供や取組の支援

保育所，幼稚園，学校などでの環境教育や

　　　　　　　　親子で学べる環境学習の充実

％

必要 どちらかといえば必要 あまり必要でない 全く必要でない 無回答

65.2

60.1

37.4

36.4

29.9

2.6

0 20 40 60 80 100

紙パック

乾電池

リユースびん

蛍光管

使用済みてんぷら油

無回答

％

８ 今後，さらにごみ減量，分別・リサイクルを促進していくために必要な取組（「新基本計画」に盛り込むべき取組）について 

（１） 全体                                                  （３）分別・リサイクルの拡大について 

①バイオマス資源の有効活用について 

 

 

 

 

 

 

 

（２）２Ｒの促進について 

 

 

②拠点回収制度について 

ア 利用状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）有害・危険ごみについて                                             

 ①排出状況について                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

②今後の回収システムについて 

 

 

 

 

 

今後強化すべき施策 

２Ｒ促進のために必要な環境教育・学習，普及啓発 

39.1

43.8

54.6

54.1

58.8

66.7

39.6

35.6

26.6

29.5

26.4

20.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

リース・レンタルやリサイクルショップに

　　　　　　　　　　　　関する情報の提供

　　保育所，幼稚園，学校などでの制服や

学習用品や本などのリユース活動の推進

市民のマイバッグの持参，簡易包装の

　　選択に対する経済的な特典の付与

製造者・販売者による量り売り，ばら売りなど

　　　　　　　　ごみ減量を最優先した販売方式

家電製品，家具，自転車などの修理体制

製造者・販売者による修理など

　　　　　　　長く使える商品開発

％

必要 どちらかといえば必要 あまり必要でない 全く必要でない 無回答

２Ｒ促進のために必要なごみが発生しない仕組み 

排出時に困ったことがあるか 

「ある」と回答した人 

有害・危険物ごみについては，28％の人がその

捨て方に困った経験を持っている。 

困った品目としては，刃物・カミソリが 51％

と高く，塗料・溶剤，自動車・自動二輪用バッ

テリーの順となっている。 

今後の回収システムについては，製造・販売

事業者による回収が 73％と，行政機関の 39％

の約 2 倍となっている。 

バイオマス利活用への関心 バイオマス利活用への協力 

拠点回収制度の利用 

「利用する人」 
持参した品目 

83.5

42.7

23.6

6.2

1.3

0 20 40 60 80 100

最寄りのコンビニ，スーパー，

　ホームセンターなどの店舗

　　最寄りの小学校，中学校，

集会所など地域の拠点施設

行政機関（まち美化事務所，

　　　　　市役所，区役所など）

その他

無回答

％

「配置場所（拠点数）の 

拡大」と回答した人 

拡大すべき場所 

46％の人がバイオマス利活用に関心をもっており，生ごみの堆肥化，生

ごみ，紙ごみの分別収集・バイオガス化に 84％の人が協力的である。 

環境教育・学習，地域単位でのごみ減量に関する情報提供や

取組支援といった項目が高く，次に，ごみ減量に関する市と

市民や市民同士での意見交換の場の設定といった項目が続い

ている。 

2Ｒ促進の仕組みづくりについては，全体的に「必要」と回

答した人の割合が 40％以上と高く，特に長期使用可能な商品

開発や修理体制などの仕組みづくりが高くなっている。 

42％の人が拠点回収制度をあまり利用していない。そ

の多くは制度自体や場所を知らないと回答している。 

また，持参した品目では，紙パック，乾電池が高く

なっている。 

拠点回収制度の利用促進については，「回

収品目や場所などの情報の充実」が最も高

くなっている。 

また，新たな回収品目としては，小型電子機器，有害・危険物，古紙類・古布類，商

品プラスチックが 40％以上となっている。 

拡大すべき場所としては，最寄りの店舗の割合が 84％と非常に高くなっている。 

困ったことがある品目 

利用促進のために必要なこと 
52.8

50.2

48.9

45.0

40.3

29.4

24.7

7.8

1.7

0 20 40 60 80 100

小型電子機器（希少金属を含むもの）

刃物，塗料，薬剤などの有害・危険物

古布類

商品プラスチック（容器包装以外）

古紙類（新聞，雑誌，段ボール）

生ごみ

剪定枝

その他

無回答

％

新たな品目 

イ 拠点回収制度の利用促進について 

「回収品目の 

拡大」と回答した人 


